
＜ みずべ公園で、生き物たちの冬ごしのくふうを観察しよう ②昆虫・クモ ＞

１/28(月)29(火)、ひたち野うしく小４年生とのみずべ公園、冬の生きもの観察。今回は、虫です。

まずは、卵で冬を越すもの。カマキリの卵のうがありま
たまご こ らん

した。ハギの枝にはオオカマキリの卵のうが、木の枝や幹
えだ らん えだ みき

にはハラビロカマキリの卵のうが見つかりました。生活
らん

する場所によって、産卵場所も違うのですね。ジョロウ
さんらん

グモの卵塊は、やはり今年は少ないですが、いくつかの幹
らんかい みき

や葉に産まれていました。
は う
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ハギの枝にオオカマキリの卵のう(上２枚)。枝や幹にハラビロカマキリ
えだ らん えだ みき

の卵のう(左下３枚)。ジョロウグモの卵 塊(右下２枚)。
らん らんかい



マイマイガでしょうか、ガの卵塊もありました。
らんかい

マイマイガはほぼ 10年ごとに 2～ 3年間の大発生を

くり返すと言われていて、この「学校周辺の自然」を

検索すると、みずべ公園では 2013年頃に多く見られ
けんさく ころ

ていたようです。ただし、他のガのまゆやさなぎなど

もあまり見かけなくなってきましたので、何か別の要

因があるのかもしれません。

ミノムシもいましたが、やはり今年は少ないです。ミノガとオオミノガでした。

イラガのまゆも、少なくなりました。みずべ公

園では、なかまのヒロヘリアオイラガが以前はたく

さん見られ、冬にはまゆもたくさん見つかりました

が、何が原因なのでしょう。

かわって、よく見かけるようになったものもいま

す。チョウのアカボシゴマダラやツマグロヒョウモ

ンなどの話しは何度かしましたが、今年目についた

のは、イセリヤカイガラムシ。白いのが成 虫で、
せいちゅう

赤茶色のが幼 虫です。つまり、成 虫と幼 虫で冬
ようちゅう せいちゅう ようちゅう

を越します。ミカンの害 虫で知られますが、いろ
こ がいちゅう

いろな木について汁を吸います。この日はハギの
しる す

枝についていました。
えだ

幼 虫が、たくさんでかたまって冬を越すのもい
ようちゅう こ

ましたね。毎年、冬の観察では話題になる、ヨコ

ヅナサシガメです。グロテスクな姿で悪者のよう

に見えますが、じつはサクラの葉を食べる害 虫を
は がいちゅう

退治してくれる、ありがたい虫なのです。もちろ
た い じ

ん、捕まえようとつかんだりすれば針のような口先
つか はり

を突き刺され、かなり痛いそうですし、害 虫にと
つ さ いた がいちゅう

っては恐ろしい敵なのですが。いろいろな角度から
おそ てき

ながめてみることも大切ですね。
たいせつ

マイマイガ？の卵塊(らんかい)。10年ごとに大発生するという。

オオミノガ(左)とミノガ(右)のみの。

イラガのまゆ(上)とイセリヤカイガラムシ(下)。



葉についていた綿のようなまゆについて、何人かに
は わた

聞かれました。これは、コマユバチの仲間のまゆで、
な か ま

中にはたくさんのさなぎが入っています。モンシロチ

ョウを育てていて、幼 虫の腹を食いやぶって別の小さ
ようちゅう はら

な幼 虫がたくさん出てきたのを見た人もいるかもしれ
ようちゅう

ませんが、あの寄生バチと近い仲間です。
き せ い な か ま

まゆといえば、こんなのもありました。きれいな緑

色のまゆが、イヌシデの枝にぶら下がっていました
えだ

が、これはウスタビガというガのまゆで、秋に羽化
う か

するので中は空っぽです。冬には葉が落ちて目だちま
は

すが、さなぎの時期には葉にかこまれていて目だたな
は

いのですね。「落ちない」ので受験のお守りにされる

こともあるそうです。

成 虫で越冬するものも、いました。クヌギの樹木名札の裏ではクサギカメムシとクモが、別のク
せいちゅう えっとう じゅもくなふだ うら

ヌギの根元にはコガタルリハムシがじっとしていました。コガタルリハムシは土中で越冬すると言わ
ね も と えっとう

れますが、出てきてしまって大丈夫でしょうか？ 【理科支援員：宮内】
だいじょうぶ

アカメヤナギの樹木名札のうらで、かたまって冬越ししていたヨコヅナサシガメ(左)とその一部拡 大(右)。
じゅもくなふだ ふゆご かくだい

コマユバチのなかまのまゆ。中には、たくさんのさなぎがいる。

ウスタビガのまゆ。中は、からっぽ。

樹木名札のうらで成 虫 越 冬するクサギカメムシとクモ(左)、土中で越 冬しているはずのコガタルリハムシ(右)。
じゅもくなふだ せいちゅうえっとう えっとう


